







































































































































































団体活動にはかかわっておらず、また朱葉会 ように戦後も続けられた団体がなかったこともあって 、その具体的な活動や女性日本画家同士 ネットワークに関す






































































































んで梅香崎女学校への入学を勧め、明治三十四年、玉葉は当時長崎市内にあ た同校へ入学した。栗原家の宗教はもともと神道であったが、梅香崎女学校がミッションスクール あったことから、玉葉 入学後まもなく、梅香崎教会の牧師・瀬川浅（一八五三︱一九二六）
より受洗し、クリスチャンとなる。英語の成績がとくによく、











































































に学び、 キリスト教伝道に尽力した牧師 ・ 海老名弾正
（一八五六︱一九三七）
が、 明治十九年に湯島にて開いた講義所 「博愛館」 にはじまるプロテスタント教会で

































治四十二年四月一日、ほぼ完成した菊坂町の新校舎に 卒業式 行われ 。卒業

























































































ぶ』第 （ 巻第 （ 号（明治 （（ 年 （（ 月）より
挿図 （　『新女界』第 （ 巻第 （ 号（明治 （（ 年 （ 月）掲載の挿
絵


























































挿図 （　《幼き日》明治 （（ 年
挿図 （　《鈴虫》明治 （（ 年













































































































挿図 （　《春の日》大正 （ 年
挿図 （　『婦女界』第 （ 巻第 （ 号（大正 （ 年 （ 月）
口絵《衣がへ》



































































初めて文展へ入選したのは、 「さすらひ」と言ふ女乞食を描 たものです。畫題を得ますには、非常な苦心をしますが、妾 は現實的な寫生物は何うも描け
挿図 （　日本精版印刷合資会社の広告画募集に
おける玉葉の当選画
挿図 9　《さすらひ》大正 （ 年
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挿図 （0　《幼などち》大正 （ 年

































































































































































































































挿図 （（　《お鶴》大正 （ 年
挿図 （（　「阿波の鳴門」よりお弓（右）とお鶴（左）、
『演藝畵報』第 （ 年第 （ 号（大正 （ 年 （ 月）より












































































（ 年 （（ 月）より
挿図 （（　《宵》大正 （ 年













































































栗原玉葉さんの畫は、この頃少し堅くなつて來たの 無 でせうか、一昨年あたりの行方で行つたら モ少し善い畫が描ける では無いかと思ひます。體に今年文展に出品され と言ふ畫は、コリ過ぎてゐる傾があるのです。全體にどこか人を惹き付ける優し味のある なのです
︱︱
挿図 （（　「第十回文部省美術展覽會　（舞臺の裹）　栗原玉葉氏筆」















































































































































































挿図 （（　会場内の《みだれ心》、『報知新聞』大正 （ 年 （ 月 （ 日より
挿図 （（　《夕べ》大正 （ 年



















































































挿図 （9　《戀のみだれ》『美術畫報』第 （（ 編巻 （（大正 （ 年 （ 月）より
挿図 （0　《朝妻桜》大正 （ 年、
朝比奈文庫蔵
















































































































第 （（（ 号（大正 （ 年 （（ 月）より


















































































挿図 （（　大正 （ 年新年試筆会、『淑女畫報』第 （ 巻第 （ 号（大正 （ 年 （ 月）より






























































挿図 （（　《古賀街道図屛風》大正 （ 年、長崎歴史文化博物館蔵
挿図 （（　「帝展の出品畫」『淑女畫報』第 （ 巻第 （（ 号（大
正 （ 年 （0 月）より































































江戸時代中期の女性が色付いた紅葉 舞う中 佇む姿が描か 、後者では江戸時代後期の女性が白梅 見える窓辺に座り、窓外を窺うように見やるさまが表されている。
挿図 （（　《童貞》『女學世界』第
（（ 巻第 （ 号（大正 9 年 （ 月）よ
り
挿図 （（　第 （ 回国香会会場風景（玉葉の《鷺娘》は一番左）、『女學世界』
第 （（ 巻第 （ 号（大正 9 年 （ 月）より
























































と評されている。また《孤児》については、 「二人 孤兒とそれに物敎へ ゐる外敎の坊さんとの姿に一種の人生觀が含んで 此の會の出品中、思想の深い點に少しでも觸れた唯一の例であつた。孤兒の着衣を揃への棒縞 したのが、 らし 氣
挿図 （0　《藤娘》大正 9 年挿図 （（　《いちご畑》大正 9 年




挿図 （（　《童女》大正 （ 年、
長崎県美術館蔵





























































どからの引用と思われる、 「よく」 「る」 「に」 「 」 「通る」 「げ笠が」という文字が駒繡風に表されている。
挿図 （（　《戀》制作中の玉葉、『婦人畵報』第 （（（ 号（大正 9 年 （（
月）より
挿図 （（　《お夏狂乱》大正 9 年、
長崎歴史文化博物館蔵




















































































歩みゆく「女」 、川辺で顔を覆ってうずくまる「執着」 、髪を振り乱 炎をまとった「焔」 、満開の桜に囲まれ山間に佇む多宝塔を描いた「眞如」という構成になっ
挿図 （（　《西鶴のお夏》『淑女畫報』




挿図 （（　《尼僧（童貞）》大正 9 年、長崎県美術館
蔵
挿図 （（　『梅光女学院同窓会誌』第 （9 号（昭
和 （（ 年）掲載の《朝詣で》図版











































































































































































































挿図 （9　《葛の葉》大正 （（ 年、
長崎県美術館蔵



















































































第 （ 号（大正 （（ 年 （ 月）
より
























































































































つた。先生はなまけるといふ事はお嫌ひらしい。私達が何時お伺ひしても先生はき と繪筆をもつておいでゞした。こうしてたえず御研究 つゞけて居られる先生の藝術に捧げつくされた御心を私 いつも尊く拜して居ました努力そのものゝやうな先生の御熱心さは私達門下生に常に强い衝動と敬虔な心とをお與へ下すつたのです、無雜作に髮を後につかねて御簾の前で大勢のお弟子の 繪をなほして居られた先生の御樣子は私達 最も親しみ深いお姿でした

































た女性画家の台頭が見られた理由のひとつとして考えられるのが、玉葉の画塾のうに、 が容易に絵を学ぶことのできる環境がととのいはじめていたということである。東京では玉葉以前にも池田蕉園や河崎蘭香 多く 弟子を抱え、また女性を対象とした美術教育機関である女子美術学校 、明治三十四年四月に開校していた。こうした女性画家の増加により、その活動の様相も次第に変化 ていった。　
蕉園や蘭香の世代では、いまだ女性画家の数が少なく、ほかの男性画家に交じっ



























































































































































妻出身の栗原玉葉」 （ 『長崎新聞』 、昭和四十五年十二月二十
五日）

















また、 玉葉に関する先行研究としては、 北川久「松本華羊作《殉教（伴天連お春） 》









〇六頁参照） 、玉葉は大正六年十一月刊行 『繪畫淸談』第五巻十一月号において、自ら朝鮮の平城の生まれだと述べているが、他の文献では、 「わたくしは生れは九州で」 （ 「千圓の懸賞當選者定まる」 〈 『三越』第三巻第三号、三越吳服店、大正二年三月〉二十一頁） 、 「妾は自分が夢と詩に親しみの多い、長崎の地に生れた 帝國繪畵寶典本文之部』 〈帝國繪畵協會、 七 七月〉二一二頁）などと述べている。なお、栗原家は文久二年頃 近隣 寺の火災で類焼した いう（ 山田村史』 〈山田村役塲、昭和二十九年三月〉一五六頁参照）
（
9）　
栗原玉葉「繪ができ上つた時の嬉しさ」 （ 『婦人世界』第九巻第四号、 實業之日本社、
大正三年三月）四十三頁参照。
（















































（（）　「女子美術學校卒業式」 （ 『東京日日 聞 、明治四十二年四月二日） 面参照。
（
（（）　「第七回繪畵展覽會報吿」 （ 『研精畵誌』第三十八号、美術研精會事務所 明治四十二年八月）四頁参照。なお、同展の会場は上野公園・竹之台陳列館。会期は六月四日より三十日（同上） 、 ないしは 月二日より三十日（ 「硏精會展覽會」 〈 『美術新報』第八巻第七号、畵報社、明治四十二年六月〉五頁参照） 。
（
（（）　「創立十週年紀念大展覽會趣旨」 （ 『硏精畵誌』第四十二号、美術研精會事務所明治四十三年三月）二頁、および「出品目錄」 （ 『研精畵誌』第四十三号、美術研精會事務所、明治 十三 六 七
（















（0）　「東京 」 （ 『美術之日本 三 三
（（）二十六頁参照。
（














（（）　『日本美術年鑑』明治四十四年（一九一一年） （国書刊行会、平成八年八月）七十九︱八十頁参照。なお、 国香会については、 沓沢耕介 「紀淑雄の美術家養成活動」 （ 『早稲田大学會津八一記念博物館研究紀要』第五号、早稲田大学會津八一記念博物館、平成十六年三月）に詳しい。
（






















（（）　「第二回懸賞廣吿畵陳列」 （ 『三越』第三巻第三号、 前掲註
（）三︱四頁、 および「第







（（）　「諸展覽會日割」 （ 『美術新報』第十二巻第五号、畵報社、大正二年 月）三十頁参照。
（






























（9）　「廣告畵圖案懸賞募集」 （ 『大阪印刷界』第四十一号、 大阪印刷界社、 大正二年三月）四十三頁。
（
（0）　「日本精版印刷會社懸賞廣吿畵决定」 （ 『美術新報』第 二巻第十号、畵報社、大正二年八月）四十七頁参照。
（
（（）　「懸賞廣告畵當撰發表」
（ 『大阪印刷界』第四十五号、 大阪印刷界社、 大正二年七月）
















































































六十一頁参照。また同記事によれば、このとき並べられた作品の大部分は、子供を描いたものであったという。 『美術正論』 第三巻第一号 （大正四年一月） の 「個人消息」では玉葉について、 「小供畫會を催す由」 （三十七頁）と伝えられており、あるいはこのときの陳列会のことを指しているのだとも考えられるが、現在のところ確証は得られていな 。なお、同様の消息は、 「個人消息」 （ 『美術週報』第二巻第十五号美術週報社、大正四年一月十七日） 、および 多都美』第九巻第二号、巽畵會本部、大正四年二月）においても伝えられている。
（







































（9）「姉妹の如き二人畵家」 （ 『讀賣新聞』 、大正四年九月十七日）四面参照。
（





























（（）　「新婚の玉葉女史が久方の筆の冴え」 （ 『國民新聞』 、 大正十年十月十二日） 三面参照。なお、 柿内青葉に関しては、 福寄美和子「 〈柿内青葉〉に関する調査報告（上） 」 （ 『女子美術大学芸術学科紀要』第一号、女子美術大学芸術学部芸術学科、平成十二年九月） 、 福寄美和子 「 〈柿内青葉〉 に関する調査報告 （下） 」 （ 『女子美術大学芸術学科紀要』第二号、女子美術大学芸術学部芸術学科 平成十四年三月）に詳しい。
（
（（）　「文展出品三千七百餘」 （ 『東京日日新聞』 、 大正四年十月八日）七面参照。なお、 《いにし春》については、 掲載物によって作品名が異なり、 他にも「繩暖簾」 （前掲註
（9） 、
























9（）　「特別附錄第十六回巽畵會展覽會 陳畵全集 および「第十六回美術展覽會」 （ 『多都美』第十一巻第一号、巽畵會本部、大正六年一月）参照。
（
9（）　
会期については、 五月十一日より六月四日 するもの （ 「よみうり抄」 〈 『讀賣新聞』 、



















栗原玉葉「 『畵趣は子供から』 」 （ 『婦人世界』第十一巻第十一号、實業之日本社、
大正五年十月）一〇七︱一〇八頁。
（

















































繪の集ひ」 （ 『讀賣新聞』 、大正六年七月三十一日）
四面。
（
（（（）　「文展便り（其一） 」 （ 『美術之日本』第九巻第八号、審美書院、大正六年八月）二十七頁参照。
（
（（（）　「日本畵六點だけ入選發表さる」 （ 『都新聞』 、大正六年十月十三日）五面参照。
（
（（（）　「文展入選作品總目錄」 （ 『繪畫淸談』 第五巻十一月号、 繪畫淸談社、 大正六年十一月）八十六頁参照。
（
（（（）　
栗原玉葉「 『身のさち』と『心のさち』 」 （ 『繪畫淸談』第五巻十一月号、前掲註（（（）五十一頁。
（























（（（）　「玉葉女史門下の試筆會」 （ 『淑女畫報』第七巻第三号、 博文館、 大正七年二月）参照。以下同試筆会に関する内容はすべて同記事を参照した。
（
（（（）　「報知新聞社美術部主催美術展覽會」 （ 『白木「タイムス」 』第十五巻第三号、白木屋吳服店、大正七年三月）三十一頁参照。
（















一記者「第二回天籟畵塾展覽會」 （ 『審美』第七巻第五号、 審美畵會、 大正七年五月）
四十三頁。
（
（（（）　「畵博堂記念展覽會」 （ 『讀賣新聞』 、大正七年五月二十三日）七面参照。
（
（（（）　「第十二回文部省美術展覽會陳列品目錄」 （ 『美術新 』第一巻第二号、東西美術出版社、大正七年十月）四十四頁参照。
（






（（（）　「日本畵發表本日」 （ 『讀賣新聞』 、大正七年十月十一日）五面参照。
（
（（（）　「文展出品の减少」 （ 『國民新聞』 、大正七年十月七日）五面参照。
（






（（（）　「文展の開會迫る」 （ 『都新聞』 、大正七年九月二十三日）五面。
（
（（（）　《朝妻桜》 完成日については、十月十一日付の『東京日日新聞』が、 「五日午後漸と仕上りました」 （七面）という玉葉の言葉を伝えているのに対し、 同日発行の『時事新報』は、 「出品の前日にやつ 描き上げました」 （九面）と語る玉葉の談話を掲載している。
（
（（（）　「文展〆切の日」 （ 『東京日日新聞』 、大正七年 月六日）七面参照。
（
























美術財団、平成十五年十一月〉 、北川久「松本華羊作《殉教 伴天連お春） 》の位相」〈前掲註
（〉 ） 、現在福富太郎コレクションとなっている《殉教（伴天連お春） 》がこ
れに該当する作品であることが知られる。
（




新文相の快擧」 （ 『讀賣新聞』 、大正七年十月二十九日）五面、およ
び「當代藝術家の花を集めた文相の招待會」 『時事新報』大正七年十月二十八日付夕刊、大正七年十月二十九日）六面等参照。
（
（（（）　「松園女史を圍んで」 （ 『東京日日新聞』 、大正七年十月二十九日）七面、および一記者「文相の美術家招待會」 （ 『美術之日本』第十巻第十一号、審美書院、大正七年十一月）十八頁等参照。
（
（（（）　「昨日入選した日本畵」 （ 『都新聞』 、大正七年十月十一日）五面参照。
（




（（（）　「故人に生寫の喪主に閨秀門下生等の步みも悲く」 （ 『讀賣新聞』 、大正八年二月二十五日）五面参照。
（
（（（）　
野田九浦 「河崎蘭香と栗原玉葉」 （ 『塔影』 第十二巻第三号、 塔影社、 昭和十一年三月）
四十一頁参照。
（
（（（）　「玉葉女史來崎」 （ 『東洋日の出新聞』 、大正八年四月三日）参照。
（










一記者「帝展と諸作家」 （ 『美術之日本』第十一巻第九号、 審美書院、 大正八年九月）











（（（）　「國香會繪畫展覽會」 （ 『新興美術』第三巻第十一号、 新興美術社、 大正八年十一 ）五十八頁。
（


























（（（）　「事件と人（二） 」 （ 『淑女畫報』第九巻第三号、博文館、大正九年二月）参照。
（
（（（）　「玉葉女史展覽會」 （ 『東洋日の出新聞』 、大正九年三月五日）参照。出品作品についても同記事を参照。なお、 同記事には出品作のひとつとして、 永見徳太郎所蔵の 《朝妻船》が挙げられているが 永見は《朝妻桜》の旧蔵者として知られていることから、これは《朝妻桜》の間違 だと考えられる。
（
（（（）　「玉葉女史展覽會」 （ 『東洋日の出新聞』 、大正九年二月二十四日）参照。
（
（（（）　
会期は多く二十一日から二十五日まで（ 「展覽會」 〈 『美術月報』第一巻第十一号、
美術月報社、大正九年七月〉十六頁等参照）とされているが、一部二十七日までとするものも見られる（ 「月耀會展觀」 〈 『中央美術』第六巻第八号、日本美術學院、大正九年八 〉一三二頁等参照） 。
（
（（（）　
一記者 「初夏の諸展覽會」 （ 『美術之日本』 第十二巻第七号、 審美書院、 大正九年七月）
二十︱二十一頁参照。
（




















（（（）　「月耀會の新會員」 （ 『讀賣新聞』 大正十年五月十一日 四面参照
（
（（（）　
会期については、大方十八日から二十二日まで（ 「展覽會」 〈 『美術月報』第二巻














（（（）　「帝展〆切る」 （ 『國民新聞』 、大正十年十月六日）三面参照。
（
（（（）　「鑑査結了に近づき有望な日本畵」 （ 『國民新聞』 、大正十年十月十日）三面。
（































（（（）　「佛國サロン出品協議會」 （ 『美術月報』 第三巻第三号、 美術月報社、 大正十年十二月）十四頁参照。
（
（（（）　「日佛交換展」 （ 『美術月報』第三巻第四号、美術月報社、大正十年十二 ）十五頁参照。
（
（（（）　「サロンに出る品々 「出品三島丸で出帆」 （ 『美術之日本』第十四巻第一号、審美書院、大正十一年一月）三十二
︱
三十三頁参照。なお、ほとんどの資料が発送日を
一月十日としているが、 『美術月報』第三巻第五号（大正十一年一月）では、 「一月十四日」 （ 「日佛交換展覽會」 、十五頁）とされている。
（
（（（）　「佛國サロンの日本部」 （ 『美術月報』第 巻第八号、 美術月報社、 大正十一年五月）一頁、正宗得三郎「サロンと日佛交換展覽畵會」 （ 『美術之日本』第 四巻第七号、審美書院 大正十一年七月）二十二頁 および『西歷一九二二年サロン出品日本美術品圖錄』 （芸艸堂、大正十一年 月）参照。
（
（（（）　
Elisséèv, Serge, La Peinture contem
poraine au Japon, paris, 1923. pp. 96-97
参照。
（









































































































（（（）　「 『名殘りの文』 」 （ 『東京朝日新聞』 、大正五年十月四日）五面参照。
（
（（（）　「葉末の露が玉と散る栗原玉葉さんの死」 （ 『讀賣新聞』 、大正十一年九月十日）五面参照。
（
（（（）　
有富虎之助「栗原綾子略歷」 （ 『新人』第二十三巻第十号、 前掲註
（（）六十二頁参照。
（











































（（（）、 「事件と人（二） 」 （前掲註
（（（）、 「撮影ぶり」 （第十巻第









會に對抗して日本畵洋畵合同の閨秀の新團體」 （ 『讀賣新聞』 、大正
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